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蛍光相関分光法（Fluorescence Correlation Spectroscopy, FCS）は、試料中の蛍光分子の数密度お

よび拡散係数を、非破壊・非接触で計測可能とする技術である。FCS では、励起光源たるレーザ

光を試料中に集光入射し、生じた蛍光のうち焦点領域から発せられた蛍光のみを共焦点光学系に

よって検出する。蛍光分子が共焦点領域を拡散によって出入りすることによる蛍光強度ゆらぎの

速さを自己相関解析することで、蛍光分子の動態解析が実現できる。また、高開口数の対物レン

ズを用いた時、その回折限界における共焦点領域は一般的な培養細胞よりも十分に小さいため、

生きた細胞中でさえも対象分子の動態計測を実現可能であり、生物学分野における分子間相互作

用の計測などの応用が近年注目されている。 

我々は以前、空間光変調器で形成した位相ホログラムによって多点励起光スポット（一光子励

起）を試料内部に生成し、バンドルマルチコア光ファイバによってそれぞれの励起光スポットか

ら生じた蛍光を個別かつ同時に検出する多点 FCS装置（Multipoint holographic FCS, MP-hFCS）を

開発した。この装置によって 7点までの同時 FCS計測を実現したが、さらなる多点化を目指す上

では、多点同時照明によって生じる細胞に対する光毒性が問題になることが予想された。 

本研究ではこの問題を避けるため、図に示す二光子励起による多点 FCS 装置（MultiPhoton 

MP-hFCS、MP2-hFCS）を開

発した。一光子励起では、

励起光の通過点全ての蛍光

分子で励起光の吸収が起き

るが、二光子励起では励起

光の焦点領域でのみ吸収が

起きるため、光毒性を最低

限にまで低減できると期待

できる。発表では、本装置

による溶液中での計測結果

と、植物深部における FCS

計測結果について報告する。 

 

 

図 MP2-hFCS実験系の概略図 

第77回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2016 朱鷺メッセ (新潟県新潟市))15a-P1-9 

© 2016年 応用物理学会 03-272


